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ザ・ゲートホテル横浜 by HULIC

階　Bar&Lounge

　――開発の経緯をお聞かせください。
　「このたび開業した『ザ・ゲートホテル横浜 by HULIC』は、
前身の『スターホテル横浜』跡地に位置しています。年ほど前
に取得・運営を続けておりましたが、年６月に閉業し、さま
ざまな活用方法を検討する中で、立地などを踏まえて当社のホテ
ルブランド『ザ・ゲートホテル』の開発が最適だと判断いたしま
した。同シリーズで５施設目となります。『大人に対して、本物
の価値を提供するホテル』というブランドコンセプトの下、横浜
港年の長い歴史と現代の横浜の魅力を体感できるホテルを目
指しました」

　――施設の特徴は。
　「ホテルは地上階建てで、５タイプ室のゲストルームを
設けています。山下公園を眼下に望み、横浜の潮風と空気を存分
にお楽しみいただけます。横浜港を望むスイートルーム『THE G
ATE』や、主力客室となる『Classy』『Essential』など、個性
豊かな洗練されたゲストルームを提供します。客室内装はアール
デコ調のインテリアと、モダンなアートによって横浜の歴史を感
じられるように仕上げました」
　「１階のメインダイニング『Anchor Grill Yokohama』では、
地元の食材を使用し、グリル料理のエッセンスを取り入れた多様
なメニューを提供しています。その他の共用施設として階に
バーラウンジ、屋上には宿泊者専用ルーフトップテラスを設置い
たしました。メインダイニング、バーラウンジ、ルーフトップテ
ラスにはそれぞれテラス席をご用意しています。時間によって異
なる表情を見せる横浜の雰囲気や外気を感じながら、ゆったりと
した時間をお過ごしいただけます」
　――完成を迎えての思いを。
　「近隣の皆さまのご理解と、設計・施工および本プロジェクト
に携わった全ての皆さまのご尽力に深く感謝いたします。歴史を
受け継ぎ、今後も発展を遂げていく横浜の新たな滞在型のライフ
スタイルホテルとして、地域に根付いていくことを願っていま
す」。
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■工　事　名　称：（仮称）横浜山下町開発計画
■工　事　場　所：神奈川県横浜市中区山下町－３
■発　注　者：ヒューリック株式会社
■設計・監理：株式会社三菱地所設計
■内　装　設　計：株式会社イリア
■施　　　工：鉄建建設株式会社

■敷　地　面　積：．㎡
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：．㎡
■階　　　数：地上階
■構　　　造：Ｓ造
■主　要　用　途：ホテル
■工　　　期：年月日～年月１日

撮影：ナカサアンドパートナーズ

客室「THE GATE」リビングスペース 客室「Luxe」

完成
　ヒューリックが横浜市中区で開発を進めていた「ザ・ゲート
ホテル横浜 by HULIC」が完成した。同社が手がけるホテル
ブランド「ザ・ゲートホテル」シリーズで５施設目。地上階
建ての施設には５タイプ室の客室を備える。レストランや
ルーフトップテラスも設け、横浜の自然の外気を存分に感じら
れる空間を提供する。設計は三菱地所設計、施工は鉄建建設が
それぞれ担当した。

　計画地は、横浜らしい歴史と文化を色濃く残す建築物が建ち並
び、港に面する山下公園や銀杏並木の公園通りと一体となった横
浜の顔ともいうべき場所に位置しています。伝統と風格ある街並
みの景観を形成することが求められたことから、建物外観を低層
部・中層部・頂部の３層構成を基本として、低層部ラインを街並
みと合わせ、中層部は水平リブを用いてリズムを作り、また、建
物コーナー部は緩やかなＲ形状とすることで隣接する歴史的な建
築物と自然に調和することを目指しています。

　私たちは、開港以来横浜の中心地として発展してきたこの場所
の空気感を当ホテルに取り入れることを目指して、「みなと町山
下の空気を纏う（まとう）」というコンセプトを大切にして設計
を進めました。ホテル内からも港町の空気を全身で感じ横浜らし
い景色を楽しむことができるよう、レストラン、フロントラウン
ジ、屋上の各所に趣きの異なるテラスを設けました。特に頂部の
フロントラウンジからは、遠くみなとみらい、行き交う船、足下
の山下公園、街路の樹冠を、大開口で切り取ったテラスを通して
一体的に眺め、海鳥の鳴く声や潮風を肌で感じる心地よさを楽し
んでいただけることでしょう。

　三菱地所設計　執行役員　建築設計四部長　清水聡

１階　レストラン「Anchor Grill Yokohama」


